
は
じ
め
に
│
│
学
習
者
の
能
力
を
信
じ
る

本
稿
は
、「
漢
文
教
育
」
に
お
い
て
、
発
問
か
ら
問
題
解
決
ま
で
、

す
べ
て
を
学
習
者
に
任
せ
た
授
業
の
実
践
報
告
で
あ
る
。
学
習
者
が

学
習
に
向
き
合
え
な
い
の
は
教
師
に
責
任
が
あ
る
。
学
習
者
は
、
教

師
か
ら
「
答
え
」
を
「
教
え
」
ら
れ
な
く
と
も
、
合
理
的
で
妥
当
な

結
論
に
自
力
で
行
き
着
く
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
教
師
が
、
学
習
者

の
望
ま
な
い
知
識
・
技
能
を
「
教
え
る
」
授
業
を
廃
す
れ
ば
、
彼
ら

は
お
の
ず
か
ら
、
そ
の
科
目
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

実
践
校
は
大
阪
大
谷
大
学
（
大
阪
府
富
田
林
市
）、
実
践
授
業
は
二

〇
一
八
年
度
、
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
二
回
生
以
上
選
択
必
修

「
中
国
文
学
講
読
Ⅱ
」（
後
期
科
目
、
全
一
五
回
、
以
下
「
講
読
」）、
履

修
登
録
者
は
四
〇
名
、
実
質
的
参
加
者
は
三
五
名
で
あ
る
。
学
期
の

途
中
か
ら
、
筆
者
の
担
当
す
る
全
科
目
に
、
発
問
か
ら
問
題
解
決
ま

で
の
過
程
を
体
験
す
る
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
。
履
修

登
録
者
数
で
い
え
ば
、「
講
読
」
と
合
わ
せ
て
全
七
科
目
、
の
べ
一

二
四
名
か
ら
実
践
の
デ
ー
タ
を
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
本
稿
に
引
用
す
る
学
生
の
コ
メ
ン
ト
は
、
明
ら
か
な
誤
字

を
除
き
、
そ
の
ま
ま
収
録
す
る
。
日
本
語
の
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
表

現
、
文
語
に
相
応
し
く
な
い
口
語
表
現
を
、
筆
者
は
問
題
と
し
な

い
。
規
範
的
な
文
章
を
綴
る
よ
り
も
、
自
ら
の
考
え
を
、
自
ら
の
言

葉
で
、
忌
憚
な
く
語
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
え
な
い
授
業│

│
「
漢
文
」
に
よ
る
主
権
者
教
育
│
│

稲

垣

裕

史
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一
．「
質
問
づ
く
り
」

「
発
問
」
す
る
力

教
師
が
ど
れ
だ
け
授
業
展
開
を
工
夫
し
、
魅
力
的
な
教
材
を
準
備

し
、
素
晴
ら
し
い
発
問
を
用
意
し
よ
う
と
も
、
学
習
者
が
そ
れ
に
興

味
を
示
さ
な
け
れ
ば
徒
労
に
終
わ
る
。
二
〇
一
八
年
前
期
科
目
、
履

修
登
録
者
六
一
名
の
「
中
国
文
学
講
読
Ⅰ
」
で
は
、
日
本
の
中
等
教

育
で
一
般
的
な
「
訓
読
法
」
の
代
わ
り
に
、
原
文
そ
の
も
の
に
向
き

合
う
「
イ
メ
ー
ジ
連
鎖
法
」
を
取
り
入
れ
、
学
習
者
の
「
漢
文
」
に

対
す
る
苦
手
意
識
を
大
幅
に
軽
減
で
き
た
。
し
か
し
、
六
分
の
一
程

度
の
学
習
者
は
、
最
後
ま
で
科
目
と
授
業
方
法
に
興
味
を
示
さ
な
い

（
�
）

ま
ま
で
あ
っ
た
。

学
習
者
が
興
味
の
な
い
科
目
に
向
き
合
う
た
め
に
は
、
彼
ら
自
身

が
、
自
分
で
興
味
を
見
出
す
し
か
な
い
。
教
師
で
は
な
く
、
学
習
者

自
身
が
発
問
す
れ
ば
、
学
習
者
は
課
題
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
、
主

体
的
に
向
き
合
う
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
巡
り
逢
っ
た
方

法
が
「
質
問
づ
く
り
（Q

uestion
Form

ulation
Technique

）」
で
あ
る
。

「
質
問
づ
く
り
」
は
、
学
習
者
が
自
ら
の
興
味
に
基
づ
い
て
発
問
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
方
法
で
、
ア
メ
リ
カ
の
低
所
得
者
層
を
め

ぐ
る
活
動
か
ら
生
ま
れ
、
社
会
層
や
年
齢
を
問
わ
ず
、
三
〇
年
に
お

（
�
）

よ
ぶ
実
践
を
通
し
て
磨
き
抜
か
れ
て
き
た
。
こ
の
方
法
を
使
え
ば
、

何
か
し
ら
の
課
題
に
対
し
て
、
誰
も
が
適
切
な
問
い
を
立
て
、
行
動

に
移
せ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
質
問
づ
く
り
」
の
導
入

第
一
回
授
業
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
新
た
な
取
り
組
み
「
質
問
づ
く

り
」
を
導
入
す
る
、
と
宣
言
し
た
。
学
生
に
は
、
漢
文
に
興
味
の
な

い
人
た
ち
に
も
有
意
義
な
授
業
と
な
る
よ
う
、
こ
の
方
法
を
取
り
入

れ
た
い
と
伝
え
た
。
ま
た
、
座
学
で
あ
っ
た
前
期
と
異
な
り
、
四
、

五
人
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
、
一
つ
の
単
元
を
終

え
る
ご
と
に
、
く
じ
引
き
で
「
グ
ル
ー
プ
替
え
」
を
す
る
と
説
明
し

た
。
こ
の
「
グ
ル
ー
プ
替
え
」
方
式
は
、
そ
の
後
、
あ
る
騒
動
を
生

む
こ
と
に
な
る
。

第
一
回
授
業
で
は
、「
質
問
づ
く
り
」
の
教
本
（
注
（
２
）
参
照
）

の
と
お
り
に
実
施
し
た
。
教
本
に
よ
れ
ば
、「
質
問
づ
く
り
」
に
先

立
ち
、
ル
ー
ル
の
難
し
さ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
話
し
合
っ
た
内
容

を
共
有
す
る
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。「
質
問
づ
く
り
」
に

当
た
っ
て
は
、
以
下
の
四
つ
の
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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一
．
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
質
問
を
す
る
。

二
．
質
問
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
評
価
し
た
り
、
答
え
た

り
し
な
い
。

三
．
質
問
を
発
言
の
と
お
り
に
書
き
出
す
。

四
．
意
見
や
主
張
は
疑
問
文
に
直
す
。

「
質
問
づ
く
り
」
に
当
た
っ
て
提
示
さ
れ
る
テ
ー
マ
や
教
材
を
「
質

問
の
焦
点
」
と
い
う
。
初
回
に
選
ん
だ
質
問
の
焦
点
は
「
教
室
で
の

学
び
」
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
教
本
の
手
順
に
従
っ
て
、

実
際
に
「
質
問
づ
く
り
」
を
し
た
。
最
終
的
に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

「
自
分
た
ち
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
問
い
」
を
三
つ
選
び
、
そ
れ
を

口
頭
発
表
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
、
第
一
回
授
業
を
終
え

た
。初

め
て
「
質
問
づ
く
り
」
を
体
験
し
た
学
生
の
反
応
は
、「
難
し

い
」「
楽
し
い
」「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
の
三
種
類
で
あ
っ
た
。
翌
週
に
提
出

（
�
）

さ
れ
た
第
一
回
ノ
ー
ト
課
題
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
「
難
し

い
」
と
記
し
て
い
た
。

・
後
期
の
授
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
質
問
づ
く
り
」
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。
そ
の
内
容
は
か
な
り
、
難
し
く
、
正

直
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
が
少
し
不
安
で
す
。（
Ｍ
Ｈ
）

何
人
か
の
学
生
は
、「
楽
し
い
」
と
記
し
て
い
た
。

・
個
人
的
に
は
、
質
問
に
対
し
て
質
問
で
か
え
す
な
ど
は
む
ず

か
し
く
理
解
が
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ん
な
感
じ
で
方

法
を
変
え
た
授
業
は
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
く
で
き
た
。（
Ｋ

Ｍ
）

そ
し
て
、
質
問
に
対
す
る
明
確
な
「
答
え
」
が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、

教
師
が
「
質
問
づ
く
り
」
を
導
入
し
た
意
義
も
不
明
な
ま
ま
の
違
和

感
を
、「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
と
表
現
し
た
学
生
も
複
数
名
あ
っ
た
。

・
最
初
、
質
問
づ
く
り
と
聞
く
と
、
難
し
そ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
疑
問
が
た
く
さ
ん
で
て
き
た
。

で
も
、
疑
問
が
溜
ま
っ
て
い
く
一
方
で
答
え
が
わ
か
ら
な
い

の
で
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
。
先
生
は
な
ぜ
こ
の
授
業
方
法
を
と
っ

た
の
か
気
に
な
る
。
ど
ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
気
に
な
る

…
。
今
日
は
寝
ら
れ
な
い
…
。（
Ｕ
Ｅ
）

「
質
問
づ
く
り
」
の
導
入
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
学
習
効
果
が
あ
る

の
か
、
教
師
は
説
明
し
な
い
。
教
師
が
「
意
義
」
を
説
明
せ
ず
、
学

習
者
が
そ
れ
を
「
発
見
」
す
る
。
全
回
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
徹
底
し

た
。
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二
．
現
れ
た
変
化

変
化
を
起
こ
す
「
仕
掛
け
」

第
二
回
授
業
か
ら
、
最
初
の
単
元
に
入
る
。
授
業
テ
ー
マ
は
「
高

校
漢
文
再
読
」
で
あ
り
、
各
社
の
教
科
書
を
勘
案
し
、「
七
歩
の
詩

（
七
歩
詩
）」（『
世
説
新
語
』
文
学
篇
、
括
弧
内
は
原
題
、
以
下
同
）
を
最そう

初
の
教
材
に
選
ん
だ
。「
七
歩
の
詩
」
は
、
三
国
・
魏
の
文
帝
・
曹

ひ

そ
う
し
ょ
く

丕
と
、
そ
の
弟
で
文
才
に
秀
で
た
曹
植
の
、
兄
弟
の
葛
藤
を
物
語

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
以
下
に
訳
文
を
示
す
。

文
帝
（
曹
丕
）
は
、
東
阿
王
（
曹
植
）
に
七
歩
あ
ゆ
む
う
ち
に

詩
を
作
ら
せ
、
出
来
な
け
れ
ば
処
刑
す
る
、
と
し
た
。（
東
阿

あ
つ
も
の

み
そ

王
は
）
た
ち
ま
ち
「
豆
を
煮
て
羹
を
作
り
、

を
漉
し
て
汁
を

作
る
。
豆
殻
は
釜
の
下
で
燃
え
、
豆
は
釜
の
中
で
泣
く
。
元
は

同
じ
根
か
ら
生
ま
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
慌
て
て
煎

る
の
か
」
と
い
う
詩
を
作
っ
た
。
文
帝
は
深
く
恥
じ
た
様
子
で

あ
っ
た
。

学
生
に
は
、
句
読
点
を
打
っ
た
白
文
に
、
教
科
書
（
旺
文
社
『
高
等

学
校

古
典
』、
二
〇
〇
四
）
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
注
釈
と
マ
ン
ガ
を
貼

り
付
け
た
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
た
。
訳
文
は
配
布
し
な
い
。

各
単
元
の
初
め
に
は
、
学
習
者
全
員
に
関
係
の
あ
る
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
教
材
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
喚
起
す
る
。「
七
歩

の
詩
」
は
、
弟
の
才
能
を
、
兄
が
ね
た
む
話
で
あ
る
。
単
元
に
先
立

ち
、
学
生
た
ち
は
第
一
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
二
回
授
業
提
出
分
）
に

「
誰
か
と
比
較
さ
れ
て
嫌
だ
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
記
し
、
第
三
回

授
業
に
お
い
て
「
他
人
と
比
較
す
る
」
に
つ
い
て
「
質
問
づ
く
り
」

を
し
、
各
グ
ル
ー
プ
の
質
問
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
た
。
初
回
の

質
問
の
焦
点
を
「
教
室
で
の
学
び
」
と
し
た
の
も
、
授
業
そ
の
も
の

に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
で
あ
る
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
事
柄
は
、
必
ず
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す

る
。
一
人
で
は
気
づ
か
な
い
、
思
い
つ
か
な
い
「
読
み
」
を
他
人
か

ら
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
「
読
み
」
が
止
揚
さ
れ
、
さ
ら
に
高

い
次
元
の
「
読
み
」
が
生
ま
れ
る
。
座
学
で
行
う
一
人
の
「
読
み
」

が
、
四
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
四
、
五
倍
に
拡

充
さ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
意
見
を
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す

れ
ば
、
一
人
の
頭
の
中
に
、
四
〇
人
分
の
多
様
な
「
読
み
」
が
共
存

す
る
こ
と
に
な
る
。
学
習
者
が
主
体
的
に
学
べ
る
よ
う
、
表
看
板
に

掲
げ
た
「
質
問
づ
く
り
」
の
裏
に
、
こ
う
し
た
様
々
な
「
仕
掛
け
」

を
忍
ば
せ
て
お
い
た
。
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「
結
論
」
に
至
る
力

「
七
歩
の
詩
」
の
単
元
は
、
以
下
の
よ
う
に
進
め
た
。

一
．
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
な
が
ら
、
本
文

の
内
容
を
把
握
す
る
。

二
．
ク
ラ
ス
全
体
で
、
教
員
と
と
も
に
も
う
一
度
、
本
文
に
即

し
て
内
容
を
確
認
す
る
。

三
．
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
「
質
問
づ
く
り
」
を
行
い
、「
本
文
を

主
体
的
に
読
む
た
め
に
最
も
重
要
な
問
い
」
を
三
つ
選

ぶ
。

四
．
グ
ル
ー
プ
で
選
ん
だ
「
質
問
」
を
、
口
頭
発
表
を
通
じ
て

他
の
グ
ル
ー
プ
と
共
有
す
る
。

五
．
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自
ら
選
ん
だ
「
質
問
」
に
つ
い
て

「
推
論
」
を
立
て
る
。

「
質
問
の
焦
点
」
は
、「
七
歩
の
詩
」
の
本
文
で
あ
る
。
発
表
さ
れ
た

「
質
問
」
は
、「
な
ぜ
こ
ん
な
に
い
じ
め
る
の
？
」「
何
故
最
後
恥
ず

か
し
が
る
？
」
な
ど
、
様
々
で
あ
っ
た
。

第
二
〜
四
回
の
授
業
で
行
っ
た
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
各
グ
ル
ー

プ
と
も
、
自
分
た
ち
の
立
て
た
「
問
い
」
に
つ
い
て
、
教
師
か
ら
見

て
妥
当
な
「
結
論
」
に
、
自
力
で
至
る
こ
と
が
で
き
た
。
各
グ
ル
ー

プ
の
「
問
い
」
を
綜
合
す
る
と
、
最
も
多
か
っ
た
の
は
以
下
の
二
つ

で
あ
る
。

ア
．
な
ぜ
「
七
歩
」
な
の
か
？
（
七
／
八
グ
ル
ー
プ
）

イ
．
な
ぜ
「
豆
」
な
の
か
？
（
五
／
八
グ
ル
ー
プ
）

な
ん
と
シ
ン
プ
ル
で
、
本
質
的
な
問
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
素

朴
な
「
問
い
」
は
、
中
国
文
学
（
漢
文
）
の
専
門
家
か
ら
は
発
せ
ら

れ
な
い
。
さ
ら
に
驚
い
た
こ
と
に
、
彼
ら
が
出
し
た
「
結
論
」
の
中

に
は
、
専
門
的
に
見
て
、
き
わ
め
て
合
理
的
な
説
明
が
含
ま
れ
て
い

た
。
ア
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。

・
曹
植
の
詩
は
六
句
で
、
一
歩
ぶ
ん
残
し
て
作
り
終
え
て
い

る
。

・「
七
」
か
ら
一
つ
引
い
た
「
六
」
と
い
う
数
〔
詩
は
偶
数
句
で

終
わ
る
、
亀
甲
括
弧
内
は
筆
者
注
、
以
下
同
〕
は
、
詩
の
句
数

と
し
て
長
す
ぎ
ず
、
短
す
ぎ
な
い
。

イ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
説
明
で
あ
る
。

ま
め
が
ら

・「
豆
」
に
は
「

」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
曹
丕
と
曹
植
に
喩

え
て
い
る
。
他
の
食
物
で
は
「

」
に
あ
た
る
も
の
が
な

い
。

こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
テ
キ
ス
ト
の
文
脈
と
文
学
史
的
背
景
か

ら
見
て
、
こ
れ
ら
は
合
理
的
な
結
論
で
あ
る
。
専
門
家
が
看
過
す
る
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事
柄
に
着
目
し
て
問
い
を
立
て
、
教
師
の
手
を
借
り
ず
、
学
習
者
ど

う
し
で
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
、
合
理
的
な
結
論
に
行
き
着
い
た
。
教

師
が
教
え
な
く
と
も
、
方
法
論
だ
け
示
せ
ば
、
学
習
者
は
望
ま
し
い

答
え
に
、
自
力
で
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

学
習
者
の
出
し
た
「
解
釈
」
が
学
問
的
・
論
理
的
に
見
て
「
妥
当

で
な
い
」
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
て
よ
い
。「
七
歩
の
詩
」

の
単
元
で
、「
な
ぜ
『
豆
』
な
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
あ

る
グ
ル
ー
プ
は
「
辞
書
に
よ
る
と
、『
七
』
に
は
〔
形
声
字
の
音
符
と

な
る
と
き
〕『
相
手
の
意
思
を
く
じ
く
声
〔
叱
〕』
の
意
が
あ
る
か
ら
」

と
結
論
づ
け
た
。
一
見
、
辞
書
か
ら
信
頼
で
き
る
情
報
を
引
い
て
い

る
よ
う
だ
が
、
論
理
的
に
見
て
「
妥
当
で
な
い
」。
し
か
し
、
教
師

が
そ
れ
を
指
摘
す
る
と
、
学
習
者
は
「
こ
の
解
釈
は
『
不
正
解
』

で
、
他
に
『
正
解
』
が
あ
る
」
と
考
え
、
発
言
を
や
め
て
し
ま
う
。

か
つ
て
の
実
践
に
お
い
て
、
教
師
で
あ
る
筆
者
が
、
学
習
者
の
「
解

釈
」
を
尊
重
し
、
出
さ
れ
た
「
解
釈
」
の
全
て
を
「
妥
当
」
な
方
向

へ
と
「
意
義
づ
け
」
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
翌
週
、
学
生
の
コ
メ
ン

ト
（
二
〇
一
八
年
度
前
期
「
中
国
文
学
史
」、
第
九
回
ノ
ー
ト
課
題
）
に

は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

・
無
理
や
り
意
味
付
け
を
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
自
分
は
発
言
し

な
く
て
よ
い
な
と
思
っ
た
。
今
回
色
々
な
意
見
が
あ
っ
た

が
、
最
終
的
に
ど
ん
な
読
み
を
す
る
の
が
よ
い
か
知
り
た

い
。（
Ｍ
Ｓ
）

学
習
者
は
、
教
師
に
「
妥
当
」
な
解
釈
が
あ
る
の
な
ら
、
自
分
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、
早
く
そ
れ
を
「
教
え
て
」
ほ
し
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
文
学
に
「
よ
い
」
解
釈
な
ど
存
在
し
な
い
。
ど

の
解
釈
が
「
妥
当
」
ど
う
か
は
、
教
師
で
は
な
く
、
読
者
で
あ
る
学

習
者
自
身
が
決
め
れ
ば
よ
い
。

「
正
解
」
へ
の
渇
望

第
二
回
授
業
を
終
え
た
学
生
た
ち
は
、「
質
問
づ
く
り
」
の
意
義

に
気
づ
き
始
め
る
。
第
二
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
三
回
授
業
提
出
分
）
で

は
、
他
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
発
見
、
自
発
的

な
問
い
か
け
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
積
極
性
に
つ
い
て
、
何
人
か
の
学

生
が
言
及
し
て
い
た
。

・
質
問
づ
く
り
の
、�
た
く
さ
ん
の
質
問
を
す
る
�
の
メ
リ
ッ

ト
が
少
し
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
色
ん
な
人
の
意
見
が
聞
け
る

し
、
何
よ
り
�
質
問
を
考
え
よ
う
�
と
思
う
と
、
自
然
と
学

習
に
積
極
的
に
な
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。（
Ｏ
Ｄ
）

自
ら
問
い
を
立
て
、
自
力
で
結
論
に
至
る
体
験
に
意
義
を
見
出
し

つ
つ
も
、
学
習
者
は
、
自
ら
の
下
し
た
「
結
論
」
に
満
足
せ
ず
、
教
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師
の
与
え
る
「
正
解
」
を
求
め
て
止
ま
な
い
。
第
四
回
ノ
ー
ト
課
題

（
第
五
回
授
業
提
出
分
）
を
見
る
と
、
当
初
に
抱
い
て
い
た
「
モ
ヤ
モ

ヤ
」
の
解
消
に
、
達
成
感
を
覚
え
た
学
生
は
少
な
く
な
い
。

・
今
回
の
授
業
ま
で
に
主
に
『
七
歩
詩
』
を
扱
っ
て
き
て
、
ず

っ
と
質
問
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
正
直
分
か
ら
な
く
て
、
少
し
モ
ヤ
モ
ヤ

し
て
い
る
状
態
で
授
業
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今
回

作
品
の
最
後
に
、
今
ま
で
各
グ
ル
ー
プ
で
出
し
て
き
た
質
問

に
対
し
て
の
答
え
を
考
え
て
み
る
と
初
め
よ
り
理
解
で
き
て

い
て
、
自
分
で
も
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。（
Ｋ
Ｇ
）

そ
の
一
方
で
、
自
分
た
ち
で
調
べ
た
り
考
え
た
り
す
る
の
で
は
な

く
、
教
師
の
提
示
す
る
「
正
解
」
を
欲
す
る
学
生
も
目
に
つ
く
。

・
何
度
も
質
問
を
深
め
て
（
優
先
順
位
、
理
由
、
開
い
た
質

問
、
閉
じ
た
質
問
）
話
し
合
う
。
調
べ
る
。
な
ん
か
私
が
本

当
に
し
た
か
っ
た
質
問
を
で
き
て
い
る
か
な
、
も
っ
と
意
味

の
あ
る
こ
と
を
質
問
で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
と
思
う
。

そ
れ
に
答
え
を
ど
こ
ま
で
も
期
待
し
て
い
る
。
だ
か
ら
モ
ヤ

モ
ヤ
す
る
。「
早
く
答
え
を
知
り
た
い
」
で
も
自
分
で
調
べ

る
ま
で
に
は
達
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
私
の
「
自
分
た
ち
で

解
決
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
難
し
い
と
感
じ
る
。（
Ｋ
Ｂ
）

こ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
多
く
の
学
生
の
思
い
を
代
弁
し
て
い
る
。
手
っ

取
り
早
く
「
答
え
」
を
知
り
た
い
、「
答
え
」
を
教
え
て
ほ
し
い
。

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
、「
正
解
」
を
求
め
続
け
ら
れ
た
経
験
か
ら

で
あ
ろ
う
か
。「
世
の
中
の
問
題
の
九
九
％
以
上
に
は
『
答
え
』
が

な
い
」
と
、
い
く
ら
説
明
し
て
も
、
多
く
の
学
習
者
は
「
教
師
」
に

「
正
解
」
を
求
め
る
。「
早
く
答
え
を
知
り
た
い
」
欲
求
は
、
全
回
終

了
ま
で
、
学
生
の
コ
メ
ン
ト
に
繰
り
返
し
表
れ
る
。

三
．「
丸
投
げ
」
授
業

「
発
問
」
か
ら
「
発
信
」
ま
で

続
く
二
つ
の
単
元
で
は
、「
発
問
」「
推
論
」「
調
査
」「
検
証
」

「
結
論
」「
発
信
」
の
、
一
連
の
流
れ
を
経
験
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
現

代
人
が
よ
り
良
く
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
、
社
会
層
を
問
わ
ず
必
要
な

技
能
で
あ
る
。
教
材
は
、「
性
善
説
」
を
説
く
「
人
に
忍
び
ざ
る
の

心
（
不
忍
人
之
心
）」（『
孟
子
』）
と
、「
性
悪
説
」
を
説
く
「
人
の
性

は
悪
な
り
（
人
之
性
悪
）」（『
荀
子
』）
で
、
訓
点
な
し
の
原
文
と
、
補

助
教
材
と
し
て
高
校
教
科
書
（
東
京
書
籍
『
精
選
古
典
』、
二
〇
〇
四
）
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の
コ
ピ
ー
を
配
布
し
た
。

前
単
元
の
手
順
に
加
え
、「
推
論
」
が
学
術
的
に
妥
当
か
ど
う
か
、

書
籍
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
て
「
調
査
」「
検
証
」
し
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
「
結
論
」
を
「
発
信
」
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
第
五
回
授
業
で
、
く
じ
引
き
に
よ
る
「
グ
ル
ー
プ
替

え
」
を
し
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
「
性
善
説
と
性
悪
説
」
で
身
近
な
興

味
を
喚
起
し
た
後
、「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
の
大
ま
か
な
解
釈
を

共
有
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
「
質
問
づ
く
り
」
を
し

た
。
自
ら
の
「
発
問
」
に
「
結
論
」
を
下
す
ま
で
、
授
業
時
間
中
に

与
え
ら
れ
る
時
間
は
約
七
五
分
で
、
第
六
・
第
七
回
の
二
週
に
分
け

て
作
業
を
行
な
っ
た
。

そ
の
間
、
教
師
の
役
割
は
、
作
業
の
ヒ
ン
ト
を
「
提
案
」
す
る
こ

と
の
み
で
あ
っ
た
。
学
習
の
場
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
が
失

敗
す
る
の
は
、
成
員
の
個
性
、
特
性
を
考
慮
せ
ず
、
各
人
に
同
じ
作

業
、
同
じ
負
担
、
同
じ
成
果
を
求
め
る
の
が
原
因
で
あ
る
か
ら
、
自

ら
の
得
意
／
不
得
意
を
鑑
み
、
自
分
に
で
き
る
「
役
割
」
を
見
つ
け

て
行
動
に
移
せ
ば
成
功
す
る
│
│
そ
の
よ
う
に
説
明
し
、「
役
割
」

の
具
体
例
を
板
書
と
プ
リ
ン
ト
に
よ
っ
て
「
提
案
」
す
る
だ
け
で
、

「
こ
れ
を
し
な
さ
い
」
と
い
っ
た
指
示
を
、
教
師
は
一
切
し
な
か
っ

た
。

「
丸
投
げ
」
を
や
り
抜
く

自
ら
の
「
発
問
」
に
暫
定
的
な
「
結
論
」
を
下
し
た
学
習
者
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
そ
れ
を
ク
ラ
ス
全
体
に
「
発
信
」

す
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
ま
か
な
ル
ー
ル
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

・
発
表
直
前
、
五
分
の
作
戦
タ
イ
ム
を
設
け
る
。

・
発
表
時
間
は
七
分
。
次
の
グ
ル
ー
プ
と
の
入
れ
替
え
時
間
は

一
分
。

・
聴
講
者
は
、
発
表
を
聴
き
な
が
ら
「
質
問
」
を
考
え
、
書
き

留
め
る
。「
質
問
づ
く
り
」
の
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
。

・
す
べ
て
の
発
表
終
了
後
、
聴
講
者
は
「
最
も
評
価
で
き
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
最
も
改
善
を
要
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
投
票
す
る
。

・
開
票
は
、
ク
ラ
ス
で
協
力
し
て
行
い
、
得
票
数
を
公
表
す

る
。

・
公
表
後
、
各
グ
ル
ー
プ
は
、
自
分
た
ち
に
投
票
さ
れ
た
「
投

票
用
紙
」
と
、
自
分
た
ち
に
宛
て
ら
れ
た
「
質
問
」
を
受
け

取
っ
て
読
み
合
い
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
振
り

返
る
。
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第
七
回
授
業
の
後
半
、
ひ
と
ま
ず
の
「
結
論
」
を
得
た
後
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
時
間
を
二
五
分
、
設
け
た
。
時
間
内
に
準
備

が
終
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
、
課
外
活
動
と
な
る
。

「
結
論
」
ま
で
の
過
程
を
再
び
経
験
し
、「
発
信
」
ま
で
も
や
り
遂

げ
た
学
習
者
は
、
全
て
を
自
己
解
決
す
る
学
習
の
営
み
に
疲
労
し
つ

つ
も
、
達
成
感
を
得
た
よ
う
で
あ
る
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準

備
終
了
後
、
第
七
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
八
回
授
業
提
出
分
）
に
は
、
次

の
よ
う
に
あ
る
。

・
た
く
さ
ん
班
で
話
し
合
っ
た
。
と
っ
て
も
頭
を
使
っ
た
…
疲

れ
た
…
。
で
も
た
だ
聞
い
て
い
る
だ
け
の
授
業
で
は
得
ら
れ

な
い
充
実
感
が
味
わ
え
る
。
力
が
つ
い
て
い
る
気
が
す
る
！

（
Ｔ
Ｔ
）

一
方
で
、「
正
解
」
に
対
す
る
不
安
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

・
自
分
達
の
班
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
も
の
を
決
め
た
が
、
正

直
に
言
っ
て
正
解
の
確
証
が
持
て
な
い
も
の
は
、
問
題
と
し

て
は
手
ご
た
え
が
無
い
た
め
気
持
ち
悪
く
思
う
。（
Ｈ
Ｒ
）

問
題
に
は
、
明
確
な
答
え
の
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
が
あ
る
。

「
自
分
が
ど
う
生
き
る
か
」
は
、
誰
に
尋
ね
て
も
「
正
解
」
は
得
ら

れ
な
い
。「
正
解
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
暫
定
的
な
結
論
を
ど
の
よ

う
に
下
す
か
は
、
い
く
ら
「
気
持
ち
悪
く
」
と
も
、
自
分
で
選
び
、

自
分
で
決
め
る
し
か
な
い
。

第
八
回
授
業
で
行
わ
れ
た
「
発
信
」
に
対
す
る
自
己
評
価
は
、
十

人
十
色
で
あ
っ
た
。
第
八
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
九
回
授
業
提
出
分
）
か

ら
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た
学
生
の
様
子
が
一
番
よ
く
伝

わ
る
記
述
を
引
い
て
お
く
。

・
前
の
授
業
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
自
分
た
ち
で
作
っ
た
質
問

に
対
し
て
「
と
り
あ
え
ず
」
の
結
論
を
だ
し
て
発
表
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
班
は
「
不
忍
人
之
心
」
に
つ
い
て
調
べ
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
結
果
、「
天
」
に
根
拠
が
あ
る
、
と

い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
調
べ
た
結
果
を
も
と
に
資

料
作
り
を
開
始
し
ま
し
た
。
九
〇
分
と
短
い
時
間
〔
実
際
に

は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
準
備
時
間
の
二
五
分
〕
で
作
る
の
は
と

て
も
大
変
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
形
に
で
き
ま
し
た
。
発
表

時
間
は
「
七
分
」
と
、
長
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い

ざ
発
表
の
場
に
で
る
と
、
意
外
と
短
い
、
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
内
容
を
ま
と
め
ら
れ
た
ら
、「
七

分
」
と
い
う
時
間
で
き
れ
い
に
発
表
で
き
た
な
、
と
思
い
ま

し
た
。
あ
と
、
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
の
人
が
あ
と
何
分
と
い
う

紙
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
自
分
た
ち
の
こ
と
で
一
杯

一
杯
に
な
っ
て
し
ま
い
、
全
然
時
間
配
分
が
で
き
な
か
っ
た
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の
も
、
反
省
す
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
な
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

（
Ｏ
Ｈ
）

「
発
問
」
か
ら
「
発
信
」
ま
で
、
全
て
の
学
習
者
が
主
体
的
に
行
う
、

い
わ
ば
「
丸
投
げ
」
授
業
で
あ
っ
て
も
、
学
生
た
ち
は
自
ら
計
画
を

立
て
、
実
行
し
、
や
り
抜
け
る
の
で
あ
る
。

四
．
グ
ル
ー
プ
替
え
騒
動

動
け
ば
変
わ
る

「
最
も
評
価
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
最
も
改
善
を

要
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
開
票
作
業
は
、
時
間
の
都
合

上
、
翌
週
の
第
九
回
授
業
に
行
な
っ
た
。「
選
挙
管
理
委
員
」
の
選

出
も
含
め
、
す
べ
て
を
学
生
に
委
ね
、「
委
員
」
以
外
の
学
生
に
は
、

「
開
票
に
不
正
が
な
い
か
ど
う
か
」
目
を
光
ら
せ
る
よ
う
、
注
意
を

促
し
た
。

開
票
後
、
授
業
に
お
け
る
取
り
決
め
「
単
元
が
終
わ
れ
ば
グ
ル
ー

プ
替
え
」
に
対
し
て
、「
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
挑
戦
し
た
い
」
と
申
し

出
た
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
そ
の
成
員
の
一
人
が
記
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
振
り
返
り
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

・
各
班
が
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
準
備
し

て
い
る
班
と
そ
う
で
な
か
っ
た
班
の
差
が
見
ら
れ
た
。
私
た

ち
の
班
は
思
っ
た
よ
り
皆
ん
な
で
の
学
習
の
時
間
を
確
保
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
の
良
い
所
を
継
ぎ
合

わ
せ
て
の
発
表
と
な
っ
た
。
一
番
大
事
な
こ
と
は
本
番
で
は

な
く
準
備
だ
っ
た
な
と
感
じ
た
。（
Ｋ
Ｔ
）

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
が
協
同
し
て
問
題
解
決
に
向
か

い
、
作
業
効
率
を
考
慮
し
て
準
備
を
進
め
る
な
か
、
多
く
の
時
間
を

作
業
と
関
係
の
な
い
「
お
し
ゃ
べ
り
」
に
費
や
し
て
い
た
。
私
は
何

度
も
注
意
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
た
が
、
す
べ
て
を
学
習
者
に
任
せ

る
と
決
め
て
い
た
た
め
、
黙
視
し
続
け
た
。
危
惧
し
た
と
お
り
、
彼

ら
は
制
限
時
間
内
に
発
表
を
終
え
ら
れ
な
か
っ
た
唯
一
の
グ
ル
ー
プ

と
な
り
、
ま
た
、「
最
も
改
善
を
要
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
得
票
が
二
番
目
に
多
い
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
。

「
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
挑
戦
し
た
い
」
と
い
う
発
議
を
受
け
、
グ
ル

ー
プ
替
え
す
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
ク
ラ
ス
の
話
し
合
い
で
決
め
る

こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、「
多
数
決
」
で
は
な
く
「
全
員
が
納
得
す

る
形
で
」
と
い
う
条
件
を
つ
け
た
。
ク
ラ
ス
の
中
か
ら
、
何
人
か
が

立
ち
上
が
っ
て
前
に
出
て
、
議
論
の
司
会
を
始
め
た
。
議
論
は
紛
糾

し
、
決
着
ま
で
一
時
間
を
要
し
た
。
結
果
、
発
議
し
た
一
グ
ル
ー
プ

の
み
元
の
ま
ま
、
他
は
グ
ル
ー
プ
替
え
を
行
い
、
次
の
単
元
に
移
る
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こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
回
は
結
局
、
開
票
作
業
の
後
、
グ
ル
ー
プ
で

の
振
り
返
り
と
、
グ
ル
ー
プ
替
え
の
た
め
の
話
し
合
い
、
一
グ
ル
ー

プ
を
除
い
た
グ
ル
ー
プ
替
え
の
み
で
、
九
〇
分
を
終
え
た
。

「
グ
ル
ー
プ
替
え
騒
動
」
に
対
し
て
、
ク
ラ
ス
の
動
揺
は
大
き
か

っ
た
。
第
九
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
一
〇
回
授
業
提
出
分
）
の
う
ち
、
そ

の
様
子
を
最
も
良
く
伝
え
る
の
は
、
以
下
の
記
述
で
あ
る
。

・
今
回
、
グ
ル
ー
プ
を
か
え
る
か
か
え
な
い
か
と
い
う
議
論
で

あ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
と
お
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
が
一
番
お
ど
ろ
い
た
の
は
、
皆
が
「
か
え
た
い
」
と
言
っ

て
い
る
少
数
派
の
意
見
を
尊
重
し
よ
う
と
し
て
く
れ
た
こ
と

で
し
た
。
そ
の
優
し
さ
に
逆
に
「
か
え
た
い
」
派
や
っ
た
け

ど
、
別
に
い
い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
途
中
で
、

「
そ
も
そ
も
単
元
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
か
え
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ

た
っ
け
？
」
と
い
う
意
見
に
す
ご
く
共
感
し
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
な
ぜ
、
単
元
が
か
わ
る
の
に
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を

か
え
る
か
か
え
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
し
た
の
か
？
最
後
は

丸
く
お
さ
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
途
中
も
め
て
し
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
、
す
ご
く
か
な
し
く
な
り
ま
し
た
。（
Ｙ
Ｇ
）

「
悲
し
い
」
と
い
う
感
想
の
ほ
か
、
白
熱
し
た
話
し
合
い
に
「
ワ
ク

ワ
ク
」（
Ｓ
Ｚ
）
し
た
者
、
多
数
決
で
あ
れ
ば
「
黙
殺
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
貴
重
な
時
間
で
も
あ
っ

た
」（
Ｈ
Ｒ
）
と
評
価
す
る
者
、「
全
て
を
学
生
に
任
せ
る
と
い
う
の

は
少
し
荷
が
重
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」（
Ｋ
Ｍ
）
と
教
師
に
疑
義

を
呈
す
る
者
、
話
し
合
い
で
得
ら
れ
た
合
意
に
対
し
て
「
本
当
に
そ

う
だ
ろ
う
か
」（
Ｊ
Ｎ
）、
黙
殺
さ
れ
た
意
見
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
長
広
舌
を
振
る
う
者
な
ど
、
学
習
者
の
感
想
は
多
種
多
様
で

あ
っ
た
。「

教
え
な
い
」
で
良
い
の
か

先
の
第
九
回
課
題
ノ
ー
ト
に
は
、「
グ
ル
ー
プ
替
え
騒
動
」
と
は

別
の
観
点
か
ら
、
授
業
方
法
に
対
す
る
肯
定
的
／
否
定
的
意
見
が
記

さ
れ
て
い
た
。
開
票
作
業
と
振
り
返
り
の
後
、
グ
ル
ー
プ
替
え
に
先

立
ち
、「
あ
な
た
た
ち
は
、
発
問
か
ら
結
論
、
発
信
ま
で
、
す
べ
て

自
力
で
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
す
ご
い
事
で
す
。
私
は
単

に
、
運
動
部
の
コ
ー
チ
の
ご
と
く
、
作
業
の
タ
イ
ム
・
キ
ー
プ
を
し

て
い
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
」
と
、
私
は
ク
ラ
ス
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。
以

下
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
感
想
で
あ
る
。

・
発
表
に
つ
い
て
後
悔
が
あ
り
ま
し
た
が
、
稲
垣
コ
ー
チ
の

「
自
分
た
ち
だ
け
で
や
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
ハ
ッ
と
し
ま

し
た
。
そ
う
考
え
た
ら
と
っ
て
も
ス
ゴ
イ
じ
ゃ
ん
っ
て
思
い
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ま
し
た
。
み
ん
な
ス
ゴ
い
。（
Ｔ
Ｔ
）

・
グ
ル
ー
プ
替
え
初
回
！
「
し
ん
ど
い
な
あ
」「
ど
う
し
よ
う

か
な
あ
」
の
連
発
…
次
も
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
で
い
っ
ぱ

い
。
で
も
新
し
い
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
て
次
の
や
る
こ
と
決

め
た
り
、
話
し
合
っ
た
時
、「
あ
ー
！
先
生
ホ
ン
マ
に
タ
イ

ム
キ
ー
パ
ー
や
ん
！
」
っ
て
先
生
が
何
も
せ
ず
と
も
自
ら
調

べ
勉
強
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。（
Ｋ
Ｂ
）

グ
ル
ー
プ
の
継
続
を
発
議
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
、
授
業
方
法
に

つ
い
て
肯
定
的
な
意
見
を
記
し
て
い
る
。

・
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
改
善
点
や
質
問
を
明
確
に
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
反
省
も
で
き
、
ま
た
、
質
問
し
て
も
ら
う
こ

と
で
よ
り
理
解
が
深
ま
っ
た
。
今
回
の
課
題
は
そ
の
お
か
げ

で
ま
た
新
し
い
疑
問
が
で
て
き
て
よ
り
興
味
が
で
て
き
た
。

最
近
授
業
が
め
っ
ち
ゃ
楽
し
い
。（
Ｕ
Ｅ
）

一
方
、「
グ
ル
ー
プ
替
え
」
の
み
に
一
時
間
を
費
や
し
た
授
業
に
不

満
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
同
じ
く
す
る
二
名

が
、
共
通
の
不
満
を
記
し
て
い
た
。

・
最
近
の
授
業
は
、
自
分
た
ち
で
全
て
や
っ
て
い
る
の
で
力
に

は
な
っ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
こ
の
授
業
で
先
生
か
ら
何
を

教
わ
っ
た
の
か
と
思
う
と
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
印
象
が
あ

る
。
グ
ル
ー
プ
で
や
る
こ
と
は
良
い
と
思
う
が
、
最
近
の
授

業
に
は
あ
ま
り
お
も
し
ろ
み
を
感
じ
て
い
な
い
で
す
。（
Ｏ

Ｔ
）

二
人
の
不
満
を
承
け
、
私
は
、
彼
ら
が
属
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
の
成
員
に
語
り
か
け
た
。「
彼
は
、
最
近
授
業
が
つ
ま
ら
な
い
と
、

素
直
に
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
彼
が

楽
し
く
な
る
工
夫
を
、
何
か
考
え
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
」。

新
た
な
「
性
悪
説
」
の
単
元
に
入
り
、「
質
問
づ
く
り
」
に
「
慣

れ
て
」
き
た
者
も
い
れ
ば
、
依
然
と
し
て
「
難
し
い
」
と
感
ず
る
者

も
い
た
。
第
一
〇
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
一
一
回
授
業
提
出
分
）
を
見
る

と
、「
グ
ル
ー
プ
継
続
」
を
発
議
し
た
学
生
は
、
至
っ
て
前
向
き
で

あ
る
。・

質
問
づ
く
り
を
何
回
も
し
て
い
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
質
問
が

で
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
は
深
く
調
べ
た
ら

難
し
い
だ
ろ
う
け
ど
お
も
し
ろ
い
だ
ろ
う
と
推
測
も
た
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
自
分
が
だ
ん
だ
ん
成
長
し
て
い

る
の
か
と
思
う
と
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。（
Ｕ
Ｅ
）

苦
手
意
識
を
抱
え
る
学
生
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

・
新
し
い
班
で
質
問
作
り
を
し
ま
し
た
。
前
回
よ
り
も
一
時
間

多
く
話
し
合
い
の
時
間
が
あ
る
の
で
、
よ
り
し
っ
か
り
し
た
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発
表
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
か
ら
こ
の

正
解
の
な
い
（
分
か
ら
な
い
）
問
題
を
考
え
る
作
業
が
苦
手

で
す
。
半
分
過
ぎ
ま
し
た
け
ど
い
ま
だ
に
な
れ
ま
せ
ん
。

（
Ｔ
Ｇ
）

教
員
が
知
識
や
正
解
を
「
教
え
な
い
」
こ
と
に
、
疑
念
を
抱
き
続

け
る
学
生
も
い
る
。

・
自
分
達
で
調
べ
た
こ
と
で
学
ぶ
だ
け
で
良
い
の
か
。
先
生
だ

か
ら
こ
そ
、
知
っ
て
い
て
学
べ
る
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。（
私
の
調
べ
と
学
び
が
浅
い
か
ら
思
っ
て
し
ま
う
の
か
）

（
Ｔ
Ｋ
）

教
師
と
し
て
の
筆
者
が
「
教
え
な
い
」
の
は
、
存
在
し
な
い
「
正

解
」
と
、
適
切
な
手
段
を
用
い
れ
ば
「
自
力
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
知

識
」
で
あ
る
。
知
識
を
得
る
た
め
に
必
要
な
「
手
段
」
や
問
題
解
決

に
至
る
た
め
の
「
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
何
度
も
繰
り
返
し
「
提

案
」
し
て
き
た
。
学
習
者
の
不
安
や
疑
念
を
受
け
止
め
つ
つ
も
、
依

然
と
し
て
「
提
案
」
の
み
で
「
教
え
な
い
」
態
度
を
堅
持
し
た
。

慣
れ
れ
ば
で
き
る

「
難
し
い
」
と
感
じ
て
い
て
も
、
学
習
者
は
、
確
実
に
自
分
た
ち

だ
け
で
「
で
き
る
」。
先
に
「
最
近
授
業
が
お
も
し
ろ
く
な
い
」
と

記
し
た
学
生
二
名
は
、
第
一
一
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
一
二
回
授
業
提
出

分
）
で
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
「
お
も
し
ろ
く
」
し
て
も
ら
っ

た
と
報
告
し
て
い
る
。

・
前
の
ノ
ー
ト
に
お
も
し
ろ
く
な
い
と
書
い
て
、
今
回
の
授
業

で
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
が
ど
う
し
た
ら
お
も
し
ろ
く
な
る
か

考
え
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
授
業
は
と
て
も

楽
し
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
！
（
Ｏ
Ｔ
）

「
グ
ル
ー
プ
継
続
」
を
発
議
し
た
学
生
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

・
最
初
は
、
こ
れ
を
し
て
何
か
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
か
、

先
生
の
や
り
方
に
疑
問
を
も
つ
こ
と
が
あ
っ
た
。
先
生
は

「
こ
れ
を
す
る
と
、
こ
う
い
う
効
果
が
あ
る
‼
」
と
も
具
体

的
に
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
し
、
困
惑
し
て
い
た
。
意
味
が
な
い

と
考
え
て
い
た
時
も
あ
っ
た
が
、
知
ら
な
い
間
に
、
自
分
で

深
く
考
え
を
掘
り
下
げ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
先
生

が
何
も
言
わ
ず
に
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
し
て
く
れ
て
も
自
分

た
ち
で
問
い
の
解
決
ま
で
至
る
こ
と
が
で
き
た
。
最
近
こ
う

い
っ
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
感
し
て
い
る
為
、
私
に
と
っ
て

こ
の
授
業
は
意
味
の
な
い
、
わ
か
ら
な
い
授
業
か
ら
、
自
分

の
力
が
つ
く
意
味
の
あ
る
授
業
、
価
値
の
あ
る
授
業
だ
と
感

じ
た
。（
Ｕ
Ｅ
）
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何
度
か
同
じ
作
業
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
学
習
者
が
着
実
に
習
熟
し

て
い
る
こ
と
は
、
以
下
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
分
か
る
。

・
次
の
発
表
に
向
け
て
話
し
合
っ
た
の
で
す
が
、
各
自
が
す
る

こ
と
を
ス
ム
ー
ズ
に
決
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
一
人
に
か

か
る
負
担
を
な
る
べ
く
へ
ら
し
、
そ
れ
で
も
負
担
が
大
き
い

も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
し
て
く
る
よ
、
と
言
っ
て

く
れ
て
、
と
て
も
い
い
雰
囲
気
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
先
生

の
効
率
の
書
い
た
紙
〔「
役
割
」
の
具
体
例
を
示
し
た
プ
リ
ン

ト
〕
の
よ
う
に
、
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
で
が
ん
ば
れ
た
の
で
は

な
い
か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｏ
Ｈ
）

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
、
時
間
内
に
作
業
を
終
え
、「
発
信
」
ま
で
や

り
抜
い
た
。
二
回
目
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た
後
、
第
一

二
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
一
三
回
授
業
提
出
分
）
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が

「
全
体
的
に
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
た
」（
Ｏ
Ｕ
）、「
前
回
の
反
省
を

活
か
し
て
、
ど
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
と
て
も
い
い
発
表
だ
っ
た
」（
Ｏ

Ｋ
）、「
ど
の
班
も
す
ご
く
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
発
表
で
し
た
」

（
Ｋ
Ｇ
）
の
よ
う
に
、
肯
定
的
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
教
師
と
学
習
者
の
思
い
は
、
あ
く
ま
で
も
食
い
違

う
。「
グ
ル
ー
プ
継
続
」
の
発
議
者
は
、
や
り
遂
げ
た
充
実
感
を
記

し
つ
つ
も
、
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
注
（
３
）
参
照
）
に
、「
答
え

の
な
い
」
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
苦
し
さ
を
告
白
し
て
い
る
。

・
や
は
り
発
表
は
心
臓
が
と
び
で
る
ほ
ど
緊
張
し
た
。
七
分
と

い
う
時
間
は
短
い
よ
う
で
長
か
っ
た
。
し
か
し
、
発
表
資
料

を
つ
く
る
な
ど
、
自
分
の
得
意
を
生
か
せ
ら
れ
た
よ
う
な
気

が
し
て
嬉
し
か
っ
た
。〔
Ｋ
Ｉ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〕
答
え
の
な

い
質
問
は
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
け
ど
、
発
表
す
る
と
な
る
と

選
び
た
く
な
り
ま
せ
ん
よ
ね
…
。
共
感
で
す
。（
Ｕ
Ｅ
）

先
の
ノ
ー
ト
に
「
自
分
達
で
調
べ
た
こ
と
で
学
ぶ
だ
け
で
良
い
の

か
」
と
疑
念
を
記
し
た
学
生
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
票
を

終
え
た
後
、
第
一
三
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
一
四
回
授
業
提
出
分
）
で
、

こ
う
述
べ
て
い
る
。

・
プ
レ
ゼ
ン
の
評
価
・
改
善
の
中
身
を
見
ま
し
た
が
、
私
が
反

省
し
た
内
容
と
同
じ
で
し
た
。
次
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
先
生
が
「
君
た
ち
は
と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
こ
と
を
し

て
い
る
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
は
よ
く
分
か
ら

な
い
（
あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
）
と
い
う
の
が
、
正
直
な
感

想
で
す
。（
Ｔ
Ｋ
）

教
師
は
学
習
者
の
思
い
を
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
、
双
方
が
納
得
で
き

る
工
夫
を
続
け
る
の
み
で
あ
る
。
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五
．
主
体
的
な
選
択

教
材
を
選
ぶ

最
後
の
単
元
は
、
教
材
を
自
分
で
選
び
、
自
分
で
学
習
計
画
を
立

て
、
同
志
と
と
も
に
意
味
の
あ
る
学
び
を
行
う
「
読
書
会
（book

club

）」
を
行
な
っ
た
。
全
二
回
の
授
業
の
流
れ
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。一

．「
文
章
」「
経
書
」「
史
伝
」「
古
体
詩
」「
思
想
」
の
う
ち
、

好
き
な
教
材
（
教
員
が
事
前
に
準
備
）
を
選
ぶ
。

二
．
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
読
書
計
画
を
立
て

る
。

三
．
読
書
計
画
に
沿
っ
て
、
読
書
を
進
め
る
。

こ
の
授
業
方
法
は
、
三
回
生
以
上
配
当
「
中
国
文
学
史
」（
高
校
国
語

教
員
免
許
必
修
科
目
）
で
も
試
み
、
そ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
自
分
た
ち
が

行
っ
た
読
書
会
の
活
動
報
告
を
す
る
「
報
告
会
」
を
設
け
た
。「
講

読
」
ク
ラ
ス
で
は
、
残
り
わ
ず
か
二
回
と
い
う
授
業
回
数
の
都
合

で
、「
報
告
会
」
の
時
間
は
取
れ
な
か
っ
た
。

学
生
の
コ
メ
ン
ト
は
割
愛
す
る
が
、
自
分
で
教
材
を
選
べ
る
方
法

に
肯
定
的
な
者
も
い
れ
ば
、
方
法
へ
の
評
価
は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
学
習
を
通
じ
て
、
速
や
か
な
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

振
り
返
る
者
も
い
た
。
ど
の
教
材
を
選
ん
だ
学
生
も
、
グ
ル
ー
プ
人

数
の
多
寡
に
よ
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
立
て
た
読
書
計
画
に
従
い
、

「
読
書
会
」
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

学
習
者
に
よ
る
授
業
評
価

最
後
の
ノ
ー
ト
課
題
に
は
、
後
期
一
五
回
（
前
期
か
ら
の
継
続
履
修

者
は
通
年
）
の
振
り
返
り
を
記
し
て
も
ら
っ
た
。
振
り
返
る
に
あ
た

っ
て
、「
何
が
身
に
付
い
た
か
、
ど
う
自
分
が
変
化
し
た
か
、
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
に
」
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
否
定
的
な
振
り
返
り
は
、
着

実
に
身
に
付
い
た
知
識
・
技
能
ま
で
否
定
し
て
し
ま
う
。

以
下
、
第
一
四
回
ノ
ー
ト
課
題
（
第
一
五
回
授
業
提
出
分
）
か
ら
抜

粋
す
る
。
ま
ず
、
頭
が
疲
弊
す
る
ま
で
考
え
た
、
と
振
り
返
る
学
生

で
あ
る
。「
こ
の
授
業
は
脳
が
疲
れ
る
ま
で
考
え
る
授
業
だ
っ
た
」

（
Ｔ
Ｔ
）
と
評
す
る
者
は
、
複
数
あ
っ
た
。

・
こ
の
一
年
間
を
一
文
字
で
表
す
と
、「
悩
」
っ
て
感
じ
で
す

（
笑
）
生
き
て
き
た
中
で
一
番
考
え
ま
く
っ
た
気
が
し
ま
す
。

い
ろ
ん
な
こ
と
を
、「
ど
う
す
る
の
が
一
番
い
い
の
か
。」

と
、
た
く
さ
ん
考
え
ま
し
た
。�
頭
が
パ
ン
ク
し
そ
う
�
と

は
こ
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｏ
Ｄ
）
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授
業
方
法
へ
の
評
価
が
、
否
定
か
ら
肯
定
に
変
化
し
た
学
生
は
少
な

く
な
い
。

・
後
期
授
業
は
、
初
め
は
、
予
習
・
復
習
も
や
り
に
く
い
し
、

嫌
や
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
（
ノ
ー
ト
に
す
ご
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
）、
先
生
が
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
の
説

明
を
聞
い
て
か
ら
は
、
納
得
で
き
て
、
ノ
ー
ト
を
す
る
の

も
、
ま
た
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
活
動
と
い
う
型
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー

プ
に
迷
惑
を
か
け
た
ら
い
け
な
い
な
と
考
え
る
た
め
、
頑
張

れ
た
し
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ
Ｇ
）

一
方
で
、
後
期
の
授
業
方
法
よ
り
も
、
前
期
の
「
座
学
」
を
評
価
す

る
学
生
も
い
る
。

・
前
期
、
後
期
と
で
は
大
き
く
授
業
の
方
法
が
変
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
私
に
は
前
期
の
方
が
楽
し
か
っ
た
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
で
す
が
後
期
の
授
業
で
は
自
分
の
考
え
を
ま
と

め
て
他
の
人
に
発
表
す
る
と
い
う
、
出
来
そ
う
で
難
し
い
ス

キ
ル
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
か
な
と
思
い
ま
す
。（
Ｏ
Ｕ
）

最
後
に
、
そ
の
行
動
や
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
こ
の
実
践
を
「
主

体
的
」
に
し
て
く
れ
た
二
人
の
記
述
を
引
用
す
る
。
ま
ず
、「
グ
ル

ー
プ
継
続
」
発
議
の
学
生
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

・
質
問
づ
く
り
の
や
り
方
が
と
て
も
自
分
の
身
に
つ
き
ま
し

た
。
頭
を
し
っ
か
り
つ
か
わ
な
い
と
、
パ
ッ
と
疑
問
は
で
て

こ
な
か
っ
た
し
、
最
初
は
し
ん
ど
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
の
ま
に
か
自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
疑
問
が
で
て
く
る

よ
う
に
な
り
、
自
分
で
そ
の
答
え
を
追
求
で
き
る
力
ま
で
身

に
付
き
ま
し
た
。
最
初
に
比
べ
る
と
か
し
こ
く
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。
先
生
は
卒
論
を
か
く
と
き
に
役
に
立
つ
力
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
他
に
も
色
々
な
場
面
で
使
え

る
力
に
な
っ
て
く
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
自
分

の
意
見
を
ま
と
め
、
口
に
出
し
、
書
き
と
め
る
力
も
つ
い
た

し
、
人
の
意
見
を
き
き
、
さ
ら
に
違
う
も
の
に
つ
な
げ
て
考

え
る
力
も
つ
き
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
と

私
は
感
じ
ま
す
。（
Ｕ
Ｅ
）

そ
し
て
、「
自
分
達
で
調
べ
た
こ
と
で
学
ぶ
だ
け
で
良
い
の
か
」
と

問
い
か
け
た
学
生
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

・
一
年
を
通
し
て
、
漢
文
を
読
解
す
る
た
め
に
意
味
（
熟
語
）

ご
と
に
線
を
引
い
た
り
、〔
中
略
〕
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
こ

と
も
あ
れ
ば
、
ム
ー
ド
ル
〔
学
内e-learning

シ
ス
テ
ム
、
注

（
３
）
参
照
〕
を
見
て
皆
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て
は
、
人
の
ノ
ー
ト
の
内
容
や
、
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考
え
て
い
る
事
は
発
見
が
多
く
、
他
の
授
業
に
は
な
い
も
の

な
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
視
野
が
広
が
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
課
題
を
自
分
で
決
め
て
追
求
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
一
年
間
、
し
っ
か
り
課
題
を
や
り
切

り
ま
し
た
!!!
（
Ｔ
Ｋ
）

な
お
、
最
終
回
の
授
業
は
、
教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
五
名
が
自

主
的
に
欠
席
し
た
。
一
年
を
振
り
返
る
機
会
を
逸
し
、
学
習
効
果
を

大
き
く
減
ず
る
道
を
選
ん
だ
学
生
た
ち
の
選
択
も
、「
主
体
性
」
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に
│
│
現
状
は
変
わ
る

「
正
解
」
の
な
い
問
題
に
つ
い
て
、
権
威
者
（
学
校
教
育
に
お
い
て

は
「
教
師
」）
の
「
正
解
」
を
無
批
判
に
受
け
容
れ
る
市
民
を
育
て
る

の
が
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
自
分
で
選
び
、
自
分
で
決
め
ら
れ
る

市
民
を
育
て
る
の
が
よ
い
の
か
。
半
期
の
実
践
を
通
じ
て
、
教
師
が

「
知
識
」
を
教
授
し
な
く
と
も
、
知
識
を
獲
得
す
る
「
手
段
」
と
、

得
ら
れ
た
知
識
か
ら
結
論
を
導
く
「
方
法
」
と
を
提
示
し
さ
え
す
れ

ば
、
学
習
者
は
自
力
で
妥
当
な
結
論
に
行
き
着
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
一
方
で
、
学
習
者
は
、
教
師
の
「
教
え
る
」「
正
解
」
を
あ
く

ま
で
期
待
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
自
分
で
選
び
、
自
分
で
決
め
る
」
力
を
身
に
付
け
る
「
教
え
な

い
授
業
」
で
は
、「
信
頼
関
係
」
と
「
多
様
性
」
が
ク
ラ
ス
運
営
を

左
右
す
る
。
私
の
担
当
す
る
七
科
目
、
全
て
に
お
い
て
「
教
え
な
い

授
業
」
を
実
践
し
た
と
こ
ろ
、
全
ク
ラ
ス
が
「
発
問
」
か
ら
「
発

信
」
に
い
た
る
過
程
を
自
力
で
や
り
遂
げ
た
も
の
の
、
ク
ラ
ス
に
よ

っ
て
信
頼
関
係
と
多
様
性
が
異
な
る
た
め
、
主
体
性
・
積
極
性
に
濃

淡
が
生
じ
た
。
結
果
か
ら
い
え
ば
、
信
頼
関
係
が
早
く
構
築
さ
れ
、

学
習
者
の
個
性
、
特
性
が
多
様
で
あ
る
ほ
ど
、「
教
え
な
い
授
業
」

は
学
習
効
果
を
上
げ
た
。

「
信
頼
関
係
」
は
、
教
師
と
学
習
者
の
み
な
ら
ず
、
学
習
者
た
ち

の
間
で
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。「
講
読
」
の
履
修
者
で

あ
る
二
回
生
と
筆
者
は
、
彼
ら
の
入
学
後
、
一
〜
一
年
半
に
わ
た
っ

て
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
。「
質
問
づ
く
り
」
の
導
入
に
よ
り
一

部
の
学
生
と
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
彼
ら
が

「
質
問
づ
く
り
」
の
利
点
に
徐
々
に
気
づ
く
こ
と
で
、
信
頼
関
係
は

次
第
に
回
復
し
て
い
っ
た
。
学
生
同
士
の
信
頼
関
係
は
、
ノ
ー
ト
課

題
に
お
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
、
当
事
者
意
識
を
喚
起
す
る
ア
イ
ス

ブ
レ
イ
ク
、
問
題
解
決
に
向
け
た
共
同
作
業
を
通
じ
て
、
順
調
に
構

築
さ
れ
て
い
っ
た
。

次
に
重
要
な
要
素
は
、
ク
ラ
ス
と
グ
ル
ー
プ
の
「
多
様
性
」
で
あ
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る
。
趣
味
や
性
格
、
思
想
・
信
条
を
異
に
す
る
学
習
者
た
ち
が
、
互

い
を
尊
重
し
、
互
い
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
時
、
ク
ラ
ス
と
グ
ル
ー

プ
は
最
も
高
い
学
習
成
果
を
上
げ
る
。
一
方
、
仲
の
良
い
者
同
士
、

資
格
取
得
の
た
め
に
常
に
一
緒
に
い
る
者
同
士
で
集
団
が
構
成
さ
れ

る
と
、
馴
れ
合
い
に
よ
っ
て
学
習
の
質
が
著
し
く
低
下
す
る
。
第
一

回
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
時
間
内
に
終
え
ら
れ
な
か
っ
た
グ
ル
ー

プ
は
、
ま
さ
し
く
「
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
っ
た
。

小
さ
く
固
定
し
た
人
間
関
係
に
端
を
発
し
、
賛
否
両
論
を
生
ん
だ

「
グ
ル
ー
プ
替
え
騒
動
」
に
つ
い
て
、
教
師
の
定
め
た
ル
ー
ル
に

「
異
議
」
を
唱
え
、
多
数
決
と
い
う
方
法
に
依
ら
ず
、「
議
論
」
に
よ

っ
て
合
意
形
成
し
た
学
習
者
た
ち
を
、
教
師
で
あ
る
筆
者
は
高
く
評

価
す
る
。
あ
る
学
習
者
の
コ
メ
ン
ト
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
全
員
が

納
得
」
す
る
の
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
既
存
の
ル
ー

ル
に
個
々
人
が
「
異
議
」
を
申
し
立
て
、
た
と
い
要
求
の
全
て
が
通

ら
な
く
と
も
、
相
手
を
尊
重
し
て
知
恵
を
絞
り
合
い
、
少
し
で
も
多

く
の
要
求
が
反
映
さ
れ
た
妥
協
案
を
創
り
出
し
、「
合
意
」
に
至
る

こ
と
は
で
き
る
。
社
会
科
で
な
く
と
も
「
主
権
者
教
育
」
は
で
き

る
。
権
威
に
よ
る
取
り
決
め
が
あ
っ
て
も
、「
行
動
」
を
起
こ
せ
ば
、

現
状
は
変
わ
る
。

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
、
歴
史
教
育
者
協
議
会
第
七
一
回
埼
玉
大

会
「
授
業
方
法
」
分
科
会
に
お
け
る
発
表
原
稿
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ

る
。

注（
�
）
二
〇
一
八
年
前
期
「
中
国
文
学
講
読
Ⅰ
」
の
実
践
に
つ
い
て
は
、

稲
垣
「
大
学
で
「
漢
文
」
を
「
語
り
合
う
」
た
め
に
│
│
「
鴻
門
之

会
」（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）
を
読
む
」（『
語
り
合
う
文
学
教
育
』
一

七
、
語
り
合
う
文
学
教
育
の
会
、
二
〇
一
九
）
を
参
照
。

（
�
）
「
質
問
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
ダ
ン
・
ロ
ス
ス
タ
イ
ン
、
ル
ー

ス
・
サ
ン
タ
ナ
『
た
っ
た
一
つ
を
変
え
る
だ
け
│
│
ク
ラ
ス
も
教
師

も
自
立
す
る
「
質
問
づ
く
り
」
│
│
』（
吉
田
新
一
郎
訳
、
新
評
論
、

二
〇
一
五
、
原
著：

D
an
R
othstein

&
Luz

Santana,M
ake

Just
O
ne
C
hange

:
Teach

Students
to
A
sk
Their

O
w
n
Q
uestions

（H
arvard

Education
Publishing

G
roup,2011

）
を
参
照
。

（
�
）
「
ノ
ー
ト
課
題
」
と
は
、
Ａ
４
白
紙
を
使
い
、
①
授
業
の
予
習
・

復
習
、
②
授
業
を
通
じ
て
考
え
た
事
、
③
仲
間
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

三
つ
を
記
し
た
「
ノ
ー
ト
」
を
課
外
に
作
成
し
、
次
の
授
業
の
終
了

時
に
提
出
す
る
課
題
を
指
す
。
提
出
さ
れ
た
「
ノ
ー
ト
」
は
ス
キ
ャ

ナ
を
使
っ
て
一
つ
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め
、
学
内e-learning

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
全
員
で
共
有
・
閲
覧
す
る
。
詳
細
は
上
掲
実
践

（
注
（
１
））
参
照
。

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
准
教
授
）

― １３７ ―


